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１．工事内容

当工事は平成15年度の12月～３月にか

けて､河川の災害の災害復旧工事として護

岸を復旧する工事であった。

２．工事の経緯

当工事は、12月～３月の工期であった

が、毎年２月下旬～３月中旬には雪解けに

よる河川の増水が予想される為、遅くても

２月下旬頃竣工させなければなりませんで

した。ところが、12月中旬の大雪の為、

他工事の竣工が遅れ当該工事の着手が１月

中旬になりました。

当工事を２月下旬までに竣工させる為、

施工箇所の除雪、仮設工、土工を早＜完了

させることが急務となり、当初工程を組み

なおし、施工機械を増やして施工しました。

護岸工の基礎コンクリートが完了した頃、

例年にない季節はずれの大雨が降り、その

影響で雪解けも早まり河川が著しく増水し

仮設道路が流失し、また、その仮設道路に

バックホウを停めていた為、増水した川に

横転してしまいました。

３．反省点

例年にない予定外な大雨で想定した範囲

内の仮設工では、増水時に対応できなかっ

たがバックホウの仮置場を安全な位置に設

けそこに保管するべきだったと思いまし

た。

また、現場パトロールを徹底し、異常気

象に臨機応変に対応することがとても大切

な事だと再認識しました。二度と同じ失敗

を繰り返さないように今後の工事に取り組

んでいきたい。

冬季期間中の河川工事での失敗 
現場の失敗と 
その反省 
 衒－7

冬季期間中の河川工事での失敗 

写真－１　被災状況

測量とコンクリートの品質管理の失敗 
現場の失敗と 
その反省 
 衒－8

測量とコンクリートの品質管理の失敗 

１．工事内容

擁壁工50m3、排水工70mの工事

２．工事の経緯

私は、土木業界に入社して、６年目にな

ります。入社して、たくさんの現場を担当

させてもらいましたが、毎回、大小問わず

さまざまな失敗をしてきました。失敗をし

ない人はいないと思いますが、その失敗を

早期発見できるかどうかが重要になってき

ます。現場をうけもった際に、重要なポイ
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ントとなるところがでてきます。失敗した

後で気がついたら取り返しのつかない事に

なりかねません。少しの気持ちの緩みが、

とりかえしのつかない事になってしまいま

す。

さまざまな失敗を日々くり返しています

が、私が失敗した経験を２つ紹介します。

盧　丁張の確認不足
工事を請け負った際に、現地調査などを

含め丁張をかけて仕事を開始します。入社

して３年目の時に、規模は小さかったので

すが道路改良工事を任されました。道路の

拡幅として、片側にブロック積工、片側に

排水工などの工種がありました。ブロック

積からの施工だったので、床掘の丁張をか

けて、床掘が終わり次第、ブロック積の三

重丁張を設置しました。工事はその後ブロ

ックを積んでいき順調に進んでいきまし

た。しかしブロックの天端の型枠・コンク

リート打設を行った後に、構造物ができた

後、ブロックの天端の高さをレベルで確認

したところ、６cm設計の基準高より高く

なっていました。自社管理の数値に入って

いません。なぜ、そのようなことになって

しまったか追求すると、ブロックの天の高

さを、丁張を信じて施工してしまったから

です。型枠がおきた時点で、レベルで高さ

の確認をしていなかったからです。その際

にきちんとチェックしていればと後悔しま

した。結局、天端を全てはつり、もう一度、

型枠組立・コンクリート打設を行いまし

た。

測量を行う際には、今一度チェックをし

なければならないと言うことを痛感しまし

た。トランシット・レベルの器材を用いて、

位置や高さを出していきますが、それをも

とに、施工していかなくてはならないので、

十分注意しなくてはいけません。一度かけ

た丁張を作業員にまかせっきりになってし

まっていました。丁張は動いてしまうもの

なので、必ず何回も確認することを心に決

めました。

盪　生コンクリートの品質管理
どの現場においても、生コンを使う現場

が多いと思います。私が携わった現場も必

ずといって良いほど生コンを使用します。

日によって外気温の差が必ずあります。ま

して、夏場と冬場ではまったく取り扱い方

が異なります。私は両方の季節で失敗をし

てしまいました。

夏場においては、砂防堰堤の天端のコン

クリート打設の際におきました。コンクリ

ートを朝８:00から打設し始めて、終わっ

たのがちょうど昼の１:00過ぎくらいでし

た。それから天端の均しを行うときにコン

クリートが硬化しはじめていたのに、作業

員の人数を増やすこともなく、２人で行っ

てしまいました。言うまでも無く、表面を

きれいに均すことが出来なかったのです。

コンクリート量も30m3くらい打設したの

で本当に後悔ばかりでした。なぜもっと早

くに気がつかなかったのだろうと。自分の

技量不足を改めて考えました。打設の開始

する時間を早くするか、遅くするかなど、

もっと計画する必要がありました。作業の

計画、打合せ等をもっと入念に行っていれ

ば、必ず防ぐことが出来たと思います。

冬場の季節においては、現場が工期に追

われてしまっていたので、昼までに擁壁工

の型枠を組んで、昼から打設を行いました。

その後、打設場所をブルーシートで覆いジ

ェットヒーターや、練炭で養生を行いまし

た。天端のコンクリートを均すのが夜中ま

でかかってしまいましたが、大丈夫と思い

その日は帰りました。しかし、次の日見て

みると、所々、コンクリートが硬化してい

なかった箇所がありました。気温がかなり

下がっていたので、養生の管理がきちんと
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行われていなかったのが原因だと思いま

す。

３．反省点

私はまだ、現場での経験不足からくる失

敗が多いです。失敗をしてしまうことによ

り、コストの増加など大変な事になってし

まいます。現場の中で、自分の会社や地元

住民や協力会社からの信頼も無くなってし

まいます。二度と同じ失敗をくり返さない

ようしなければなりません。自分にない力

不足な面を、たくさんの人から教わり、自

分で学んでいくことが必要になってきま

す。ヒューマンエラー、思い違い、計算ミ

ス、ウッカリミス、さまざまな要因は人間

である以上避けてとおれません。しかしそ

れを最小限にくいとどめていくのが技術者

としての力だと思います。私たちは、工程

管理・品質管理・安全管理・施工管理とあ

る意味日々そのことに追われながら、仕事

をしていかなくてはなりません。その中で

自分の知識・経験をいかして、冷静さを保

ちながら、ゆとりを持って現場を進めてい

くことが大切である。

下水道工事の埋設管復旧での失敗 
現場の失敗と 
その反省 
 衒－9

下水道工事の埋設管復旧での失敗 

１．工事内容

当工事は平成16年11月～平成17年６月

にかけて、汚水幹線築造を管推進工にて施

工する工事であった。

立抗５箇所、推進延長　L＝230m、付帯

１式

２．工事の経緯

立抗築造おいて、本工事は工業用水・水

道本管が重複しており、農業用水管を避け

ることが、困難のため、時期的に使用して

いないということで、工事中切断した。立

抗築造後、埋め戻しに際し、切断部塩ビ管

VP200を４月に復旧した。

しかし５月の農業用水時期に送水すると

漏水して地上に水が噴出した。

すぐに舗装を剥ぎ取り再度、復旧し、送

水後確認して、埋め戻し、舗装復旧終了し

た。

３．反省点

塩ビ管ということで送水後の確認をせず

に埋め戻した。今後は埋設管はすべて管理

者にチェックをしてもらい了解のもと埋め

戻しを行いたい。

写真－１　施工中

写真－２　手直し後




